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域では二艘張八手網 180 張と地引網 25張
が使用されていた。漁事中年の場合におけ
る網１張あたりの干鰯生産量は、八手網が




























程度と見込んでおり、このうち 82 ～ 83
万俵をＡ地域（九十九里）が占めている。






















































































































































































































































№ 場所 現自治体 調査日 聞き取り内容











































30 前原浦 10月18日 ６割は浦賀、４割は江戸へ出荷。
31 浜荻浦 10月19日 浦賀・江戸への出荷は半分ずつ。
32 天津浦 10月20日 江戸・浦賀の両方から仕入金を受けて出荷している。
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れていたのが、安房国の特徴と言えよう。
　次に、表２によって仕入金と出荷状況を
確認しよう。全体として浦賀問屋との結び
つきが強いが、すべてを浦賀へ出荷してい
る産地は少数であり（№２・４・５・14
～16・25）、多くが江戸と浦賀の両方へ出
荷している。また、江戸との関係が強い浦
もある（№７・29）。各浦の出荷先が江戸
と浦賀のどちらかに統一されていないこと
から分かるように、仕入金の出金と干鰯の
出荷は、問屋と荷主の個別交渉によって結
ばれた契約であった。表２において江戸と
浦賀の問屋が両方登場するのは、当地にお
いて両問屋が営業活動を繰り広げた結果で
ある。安房産の干鰯は、江戸と浦賀の問屋
双方にとって手に入れたい商品であった。
おわりに
　以上、安房国における干鰯生産について
若干の分析を試みた。その結果、近世後期
の安房国では、①小規模な鰯漁と干鰯生産
が広範に行われていた点、②干鰯生産は
様々な方法で課税されていた点、③特に内
房の柏崎浦以西から外房にかけての浦々で
は干鰯が商品として生産・流通されていた
点、④江戸と浦賀の問屋双方による営業活
動が行われ、取引関係が結ばれていた点、
を明らかにした。安房国の干鰯生産は、生
産量という点では関東あるいは房総半島全
体に占める割合は小さかったものの、今回
明らかにした諸点から、地域の人々が多く
携わる地域産業として重要な位置を占めて
いたと言える。
付記
　本稿は、平成 25 年度に館山市立博物館
で開催した特別展「安房の干鰯―いわしと
暮らす、いわしでつながる―」に際して行っ
た調査の成果である。また、平成 26 年
11 月１日に開催された知多半島総合研究
所研究集会では報告の機会をいただき、そ
の一部が本稿の元となっている。
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